
巻頭言 久仁 京介

10月に入つてもまだ真夏日が各地で頻発しています。「今年は暑かったね」では済まない

去年今年、そして来年もまた押し寄せてくるのではないでしょうか。おてんとさまは昔から何も

変わらなしt思いますが、地球の人間様力幅lさをしてしるために他ならない気力します。私を

初め皆さんも何年先、何十年先を慮ることもないのでしようけれど…。

つい先日、新潟五泉市で関わりのある歌手なおみあきさんと宮本隆治さんの二人のビッ

グショーを開催して、嬉しいことに成功裡に終えることが出来ました:ご現覧並びにお祝いな

ど賜り、お力添えを頂きました「かこむ会」のメンバーに感謝申し上げます。どのようなものであ

ったか、ざbとした流れはこの号の中に掲載頂きましたのでごl竜いただきたいと思います。あり

がとうございました。

わたしの関わつてきた歌謡音楽の世界はコロナ:禍以後も立ち直れる気配が感じられませ

んが、いささかでも夢を売ると云われる1商売が、夢をi持てないまま、しかし1上めることは夢を諦

めることになるということで、i誰もが捨ててはいません。

私の年齢の萎えた頭では鮮度のいい歌は書けないのではないかと自身も思い悩むことも

多くなつています。私以上の年配作家は引退と云わずに、静かに業界の陰でひつそりと良い

出番を画策してしるかも知れません。活気づいている業界ならだれも隠れたりしないでしよう。

私、のようにそこらでうろちよろしてから「久仁さん書いてよ…」と話があつて「もう書けなしま」とは

云えず、ついつい関わつてしまいます。

まあ、ありがたいとl議つて1暫く頑張ります。体が動いてくれるうちは動くことを厭わずにやるし

かないです。

今日も整骨院で電気を通す療法で、足腰を整えてきました。それであんよは上手に…に歩

けるのかとしヽ誰 掛けです。がんばりま～す。
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